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営業外費用の計上並びに 

2024年４月期 第２四半期（累計）における業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024年４月期第２四半期決算において、営業外費用を計上するとともに、2023年６月

14日に公表いたしました2024年４月期第２四半期（2023年５月１日～2023年10月31日）の連結

業績予想および個別業績予想と本日公表の実績値について差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

記 

 

1.営業外費用の計上について 

（１）持分法による投資損失の計上について 

2024年４月期第２四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社である株式会社イノフ

ィス、トレ食株式会社などの研究開発活動を推進したこと、販売が弱含みであったことなどに

より、連結業績において、営業外費用に持分法による投資損失91百万円を計上いたしました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の持分法による投資損失は166百万円となりました。 

 

（２）投資事業組合運用損の計上について 

2024年４月期第２四半期連結会計期間において、当社がLPとして参加する「ロボットもの 

づくりスタートアップ支援投資事業有限責任組合」における投資先の評価減を行ったことにより、

連結業績ならびに個別業績において、営業外費用に投資事業組合運用損42百万円を計上いたしま

した。その結果、当第２四半期連結累計期間の投資事業組合運用損は71百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２．2024年４月期 第２四半期（累計）における業績予想と実績との差異 

（１）2024年４月期第２四半期（累計） 連結業績予想と実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,690 △375 △401 △213 △17.63 

実績(B) 2,164 △486 △711 △439 △36.35 

増減額(B－A) △526 △111 △310 △226 △18.72 

増減率(％) △19.6% ― ― ― ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2023年４月期第２四半期) 
2,406 △303 △429 △465 △38.56 

 

（２）2024年４月期第２四半期（累計） 個別業績予想と実績との差異 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,218 △151 37 3.06 

実績(B) 1,773 △274 △132 △10.95 

増減額(B－A) △445 △123 △169 △14.01 

増減率(％) △20.1% ― ― ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2023年４月期第２四半期) 
2,004 △150 △439 △36.39 

 

（３）差異の理由 

連結業績および個別業績について、経済活動の正常化が進み、個人消費やインバウンド需要

などを受けて、緩やかな景気回復となりましたが、円安や物価上昇などもあり、景気の先行き

は見通しにくい情勢となりました。新型コロナウイルス感染症の対策緩和等により、当第２四

半期の後半からは試作金型を中心に徐々に引き合い件数が増加傾向となり、受注が増加傾向に

あります。試作・金型製品ならびに量産製品全般においての受注の改善は見られるものの、同

業他社との競合が今までになく厳しくなっており、新規開発試作品製造・金型製造の受注・生

産状況は大変厳しい結果となりました。一方で新規開拓分野の受注増が未だ限定的であり、売

上高ならびに各段階利益は、2023年６月14日の公表数値を下回りました。また、営業外費用と

して、投資事業組合運用損などを計上したため、経常利益は前回公表数値を下回りました。個

別業績において特別損失として関係会社債務保証損失引当金繰入額の計上などにより親会社株

主に帰属する四半期純利益ならびに四半期純利益は公表数値を下回りました。 

 

３．今後の見通し 

2024年４月期の業績予想への影響につきましては、他の要因も含め現在精査中であり、業績

予想の修正が必要と判断される場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


